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2.1. 茶戸里遺跡 ( 表 1)
　昌原茶戸里遺跡から出土した漆器は、茶戸里 1



















資料番号 遺物名 出土地 推定年代 素地の素材
茶戸里 - ① 円形高杯
茶戸里 1 号墳
前 1 世紀 ~ 後 1 世紀
木材
茶戸里 - ② 銅剣漆鞘 木材
茶戸里 - ③ 筒形漆器 木材
茶戸里 - ④ 漆製品 柄 木材
茶戸里 - ⑤ 杯 木材
茶戸里 - ⑥ 三角鋸歯文筒形漆器 茶戸里 15 号墳 木材
伝茶戸里 - ① 四脚付き皿
茶戸里
木材
伝茶戸里 - ② 高坏 - 方形 木材
伝茶戸里 - ③ 高坏 - 円形 木材
伝茶戸里 - ④ 壺形容器 木材
伝茶戸里 - ⑤ 筒形漆器 木材
伝茶戸里 - ⑥ 杯 木材
伝茶戸里 - ⑦ 弓 木材 , 樹皮





資料番号 遺物名 出土地 推定年代 素地の素材
貞梧里 - ① 円形奩 貞梧里 127 号墳 後 1 世紀 木材貞梧里 - ② 盤 貞梧里 127 号墳 乾漆
貞梧里 - ③ 盤 貞梧里 19 号墓 後 1 世紀 木材
南井里 - ① 勺 南井里 116 号墳 後 1~2 世紀 木材
伝楽浪 4 号墳 - ① 耳杯 伝楽浪 4 号墳 後 1~2 世紀 乾漆
石巌里 - ① 漆鉀 ( 訳 1 石巌里 219 号墳 前 2~ 後 1 世紀 皮革 ( 推定 )
王盱墓 - ① 永平 12 年銘 盤
楽浪 王盱墓 後 1 世紀
木材
王盱墓 - ② 建武 28 年銘 耳杯 乾漆
王盱墓 - ③ 黒漆木履 木材
王盱墓 - ④ 黒漆木枕 木材
Ⅲ .調査・分析方法
3.1. 分析試片の製作










分および下地漆 ( 骨灰 - 下地 ) に含まれている鉱物
など混合物は、走査型電子顕微鏡 (HITACHI S-3500)
に装着されたエネルギー分散型 X 線分析装置 (EDS: 
Kevex, USA) を使用して定性分析を行った。また漆
試料の採取が不可能な茶戸里 15 号墳の三角鋸歯文









(右上 :透過光 ,右下 :SEM 撮影 )
( 漆塗膜層の区分 : 


















茶戸里 -④　漆製品 (柄 )

















































← 図 5　茶戸里 -①円形高杯






















資料番号 漆器名称 全体の厚さ (㎛ ) 彩色漆の厚さ (㎛ ) 顔料 備 考
茶戸里 - ① 円形高坏 80 酸化鉄着色 ?
茶戸里 - ② 銅剣漆鞘 95 煙煤
茶戸里 - ③ 筒形漆器 157 63 煙煤
茶戸里 - ④ 漆製品 柄 45 18 煙煤
茶戸里 - ⑤ 杯 107 60 煙煤
茶戸里 - ⑥ 三角鋸歯文筒形漆器 130 ( 朱漆 :35㎛ ) 煙煤 , 水銀 (HgS)
黒色漆→透明漆
→朱漆文様
伝茶戸里 - ① 四脚付き皿 76 煙煤
伝茶戸里 - ② 高坏 - 方形 130
伝茶戸里 - ③ 高坏 - 円形 128
伝茶戸里 - ④ 壺形容器 107
伝茶戸里 - ⑤ 筒形漆器 94 煙煤
伝茶戸里 - ⑥ 杯 68 煙煤
伝茶戸里 - ⑦ 弓 40 煙煤
伝茶戸里 - ⑧ 陶胎漆器 65
表 3　茶戸里漆器の漆塗膜構造
4.2. 楽浪漆器 ( 図 7~10, 15)( 訳 2
貞梧洞 -① 奩
(右上 :内面 ,透過光　右下 :外面 ,偏光 )
貞梧洞 -② 盤










































↓ :鉛 (Pb) 検出部分
























(L: Lacquer, B: Black lacquer, R: Red lacquer, F: Foundation layer, T: Textile core, W: Wooden base, C: Ceramic base)
図 11　貞梧洞 -② 盤
下地漆骨粉の SEM-EDS 分析の結果
図 12　貞梧洞 -② 盤
文様付着部分の SEM-EDS 分析の結果
図 13　南井里 -① 勺 (内面 )
黒色層の SEM-EDS 分析の結果




(L: Lacquer, B: Black lacquer, R: Red lacquer, F: Foundation layer, T: Textile core, W: Wooden base, C: Ceramic base)






厚さ (㎛ ) 顔料 備 考
貞梧洞 - ①
奩 ( 内 ) 518 126 木粉 , 土粉 28 水銀 (HgS)
下地漆 2[ 木粉 ]
下地漆 1[ 土粉 ]
織物層
奩 ( 外 ) 456 161 木粉 , 土粉(31㎛ ) 16 水銀 (HgS)
下地漆 2[ 木粉 ]
下地漆 1[ 土粉 ]
織物層 [280㎛ ]
貞梧洞 - ② 盤 ( 外 ) 骨粉 , 土粉
貞梧洞 - ③ 盤 ( 外 ) 470 367
骨粉 (140㎛ ),
土粉
盤 ( 縁 ) 245 211 骨粉 (142㎛ )
南井里 - ① 勺 ( 内 ) 363 293 土粉 (62㎛ )
PbxOx
勺 ( 外 ) 204 163 土粉 (65㎛ ) 43 水銀 (11㎛ ) 下地漆 [ 土粉 ]
伝楽浪
4 号墳 - ①
耳杯 ( 内 ) 500 450 骨粉 (225㎛ ),土粉 50 水銀 (10㎛ )
下地漆 1[ 骨粉＋土粉 ]
下地漆 2[ 骨粉＋土粉 ]
耳杯 ( 外 ) 530 480 骨粉 (127㎛ ),土粉
石巌里 - ① 漆鉀 283 240 土粉 煙煤 下地漆 [ 草木類の材 ]
表 4　楽浪漆器の漆塗膜構造
王盱墓 -①
永平 12 年 [AD 69] 銘 盤
(右 :内面 ,透過光 )
































地漆 ( 骨灰 )1) がなく、木製素地面に直に漆を 2 ～
4 回重ねて塗ったことが分かる。漆の全体の厚さ
は、薄いものは 40㎛ ( 伝茶戸里 - ⑦弓 )、厚いもの
は 157㎛ ( 茶戸里 - ③筒形漆器 ) で、多数の漆器で
木器表面下まで漆が浸み込んでいるものが確認され
た。このような特徴は、これら漆器が簡略な方法で













































法は、中国漢代でも一部で見られる [ 岡田 1995]。
5.1.3. 彩色漆
　茶戸里 15 号墳から出土した三角鋸歯文筒形漆器
( 茶戸里 - ⑥ ) の口縁部、伝茶戸里筒形漆器 ( 伝茶戸
里 - ⑤ ) の蓋部分、そして調査対象ではないが茶戸
里 1 号墳の有蓋筒形漆器にそれぞれ朱漆文様なら
びに朱漆の痕跡が残っていた。このうち三角鋸歯文
















る。したがって、漆の厚さも 245 ～ 530㎛の範囲
と相対的に厚い。これは調査対象の楽浪漆器が木骨
に織物心 2) を着せて漆塗りをした木心苧被漆器かあ
るいは織物心と漆 ( 漆＋糯米粉 ) を何回も重ね塗っ
て器物の形態に作った乾漆 ( 夾紵漆器 ) 様式の漆器
であるからである。楽浪漆器にも茶戸里漆器と類似
する様式の漆器が含まれているが、その場合、下地
漆 ( 骨灰 ) をまず施して、その上にさらに上塗りを
していることが差異点である。
5.2.2. 下地漆 (骨灰 )
　木心苧被漆器と乾漆漆器は製作工程上内部織物心
の目を埋めて表面を平滑に作るために厚い下地層






盤 ( 貞梧洞 - ② )、貞梧洞 19 号墳の盤 ( 貞梧洞 - ③ )、
楽浪 4 号墳の耳杯 ( 楽浪 4 号墳 - ① ) は漆と骨粉 +




カルシウム (calcium phosphate)3) の構成元素である
カルシウム (Ca)、燐 (P)、酸素 (O) が主成分として
確認された。また骨粉と一緒に混合された無色鉱物




　貞梧洞 127 号墳の奩 ( 貞梧洞 - ① )、楽浪王盱墓
出土の永平 12 年銘盤 ( 王盱墓 - ① )、建武 28 年銘
耳杯 ( 王盱墓 - ② ) は漆に木粉と土粉を混ぜて下地
漆としたものと確認された。これら漆器の下地漆
( 骨灰 ) には木材の種類を識別することができる木
粉が混合されていることが伺えるので、組織が単純
で粉砕しやすい針葉樹の腐朽木材を使用したものと
みられる [ 岡田 1995]。
C 型 : 木炭粉
　平壌石巌里 219 号墳から出土した漆鉀 ( 石巌里
- ① ) と楽王盱墓出土の黒漆木枕 ( 王盱墓 - ④ ) は、





D 型 : 菰米粉
　楽浪 4 号墳の耳杯 ( 楽浪 4 号墳 - ① ) と楽浪王盱

















漆鉀 ( 石巌里 - ① ) と楽浪王盱墓から出土した木心







梧洞 127 号墳の奩 ( 貞梧洞 - ① )、南井里 116 号墳
の勺 ( 南井里 - ① )、楽浪 4 号墳の耳杯 ( 楽浪 4 号

















は木心苧被漆器と乾漆様式の漆器 ( 夾紵漆器 ) が多
数であり、これら漆器は織物心と共に骨粉、木粉、
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実装し、ダイヤモンド懸濁液 (9, 6, 3, 1㎛ ) とシリ
カ懸濁液 (0.02㎛ ) で研磨した。研磨した資料は
漆層分析と樹種分析のために光学顕微鏡 (Optical 
microscope, Leica DMLP) で 微 細 組 織 を 観 察 し た。
本館 4810 木片の分析方法は、脆弱化した木片の
細胞固定のために FAA 溶液 (Formalin-Acetic acid-
Alcohol) で処理し、処理された試片をパラフィンに
包埋した後、マイクロトームを使用して試片を製作
した。試片はサフラニン tw1%(in Ethanol) 溶液で染
色して光学顕微鏡 (Optical microscope, Leica DMLP)
で解剖学的特徴を観察した。試片の採取が難しい一
部遺物の場合には、実体顕微鏡と X 線撮影機を使
用して組織の特徴を観察した。
1 所属と職位は刊行当時。
